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令和７年度学校教育アンケート結果のお知らせ 

平素より、本校教育活動にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

さて、１２月に保護者を対象に実施いたしました、学校教育アンケートにご協力をいただきありがとうございまし

た。結果がまとまりましたので、児童を対象とした学校教育アンケートと合わせてご報告させていただきます。この

アンケートは本校の教育活動について皆様方より広く考えや思いを伺い、見直し及び改善すべきところを明確にし、

今後の教育計画や教育活動・学級経営に反映させるためのもので、毎年実施しています。今年度は 75％の保護者から

回答をいただきました。皆様のご期待に応えるべく、教職員一同さらに努力してまいりたいと思いますのでよろしく

お願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９４％の肯定的な評価をいただきました。吹田市では市内全域で「いじめが起こりにくい学校づ

くり」に取り組んでいます。本校でも、学期ごとに実施している生活アンケートから子どもたちの

様子の把握や取組の中で積極的ないじめの認知を重要視し、いじめの早期発見や早期対応に努めて

います。いじめは、どこの学級でも起こりうるという認識のもと、日常的な子どもの観察を丁寧に

行うとともに、発生時には組織的に対応し、聞き取り・指導等、再発防止に向けた取組を引き続き

進めてまいります。 

この他にも人権教育については、障がい者理解、平和学習、国際理解教育等、子どもたちが多様

な価値観に向き合えるように、計画的に取り組んでまいります。 

学校教育アンケート（保護者対象）より 

 

昨年に引き続き、97％と高い肯定的な評価をいただいています。基本的人権である個人利益侵害の

防止の観点から、個人情報の取り扱いには細心の注意を払っております。ご家庭におかれましても各種

調査票や「大切な手紙用封筒」の取り扱い等、ご協力をお願いいたします。 

「学校は、発達段階に応じて、子どもに人権を尊重する意識（いじめをなくす等）をそだてようとしている」  

「子どものことについて先生に相談しやすい」 
「学校の教育方針や行事、活動などの様子をよく知っている」 

 

「学校では、子どもに関する個人情報が守られている」 

「先生に相談しやすい」の回答では、９３％以上の肯定的な評価をいただきました。今後も学校と

家庭の連携を密にとり、保護者の皆様と一緒に教育活動を進めてまいります。引き続きどうぞよろし

くお願いいたします。お子さまのことについて相談がある場合には、電話・連絡帳・さくら連絡網で

連絡していただくか、直接お会いしてお話する場合もあります。いろいろなケースに応じて、担任・

学年・養護教諭・生徒指導担当などと相談することができます。また、市の専門機関等と連携する方

法もありますので、一緒に考えていきましょう。 

「学校の教育方針や行事、活動などの様子をよく知っている」の回答では、９０％の肯定的な評価

をいただきました。山田第一小学校ホームページでは今年度リニューアルを行い、「山一小ニュース」

にて、今日の給食や子どもたちの日々の活動、学習の様子などコメント・写真とともに掲載していま

す。普段の何気ない子どもたちの様子を垣間見ていただけます。頻繁に更新しておりますので、ぜひ

ともご覧ください。併せて、学校教育方針等もホームページに掲載しておりますので、ご覧くだされ

ば幸いです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校は保護者や地域の人たちと話をする機会を設けている」では 8８％、「学校は保護者や地域

の人が授業を参観する機会を設けている」「学校から地震や台風などの非常時の対応について知ら

されている」の２点については、9６％以上の肯定的な評価をいただきました。今年度も、参観、

運動会、学校公開、校内音楽会などの行事を通して、子どもたちの様子を多くの方に参観していた

だく機会を持ちました。行事によっては例年と違った実施方法もありましたが、保護者の方々のご

理解をいただき実施することができました。また、緊急時における対応については、保護者や地域

の方にご協力いただき、緊急時引き渡し訓練を実施することができました。ここまで、教育活動の

継続と感染症予防の両立ができましたのも保護者や地域の皆様のご理解・ご支援のお陰と感謝いた

しております。今後も引き続き、開かれた学校づくりや子どもたちの安全についての教育活動を進

めていきたいと考えております。 

「学校は保護者や地域の人が授業を参観する機会を設けている」 
「学校は、保護者や地域の人たちと話をする機会を設けている」 

「学校から地震や台風などの非常時の対応について知らされている」 

今年度も「元気で通える学校」の項目が最も高く、次に「心の教育」の回答が昨年度より増加

し、「友人や先生との良好な人間関係」との割合が変わりました。続いて「学力の向上」「社会性(マ

ナー・しつけ)」「学校行事の充実」の順となり、学校への願いは昨年度と少し変化が見られまし

た。子どもたちにとって安全で安心できる居場所として、保護者の皆さまにも「いってらっしゃ

い」と背中を押してもらえる学校となるよう今後も努めてまいります。 

「学校はその願いに応えている」の項目では、90％の肯定的な評価をいただきました。今年度は

「心の教育」の項目が増加したことから、気持ちを言葉にする経験、コミュニケーション力・共感

力を育てる活動など道徳教育を通して、自己・他者理解の土台にも育んでいきます。子どもたちに

豊かな人間性と社会性を育むための取組を引き続き進めてまいります。そして、子ども一人ひとり

と向き合い、子ども理解に努めるとともに信頼関係を築き上げてまいります。 

肯定的な回答は３１％でした。「自らを律し、自他ともに大切にできる子」「考え、聞き、判断できる

子」「自分で考え、表現し、行動していく子」を山田東中ブロックの目指す子ども像と据えて、山一幼

稚園を含めた一園三校で取組んでいます。今年度も「生活指導の基本」として「あいさつ・ベル着・清

掃」の項目で統一するとともに学校生活上のきまりについても共有し、長期休みの過ごし方について

共通の指導も行っています。また、各校の担当者が、定期的な会議で、各校園の情報交換を行い、日々

の生活指導に生かしています。１Fに北山田小・山田東中・山一幼の学校園だよりを掲示していますの

で是非ご覧ください。 

 

「学校への願いはどんなものですか」「学校はその願いに応えている」 

「北山田小学校や山田東中学校の現状についても知っている」 

「子どもと『食』に関する話をしている」 

この設問は、食育について学校と家庭で共通理解のもと教育活動を進めるために設けています。今

年度は８９％の肯定的な回答をいただきましたが、昨年度より４％の減少が見られました。山田第一

小学校のホームページにも今日の給食の写真をアップしております。お子さまと「食」に関する話題

となっていただけると幸いです。今後も子どもたちが食に関する正しい知識やバランスの良い食を選

択する力、健全な食生活を実践できる力を身に付けることができるよう、家庭科や特別活動の時間を

利用して「食育」に取り組んでまいります。また給食の紹介に栄養クイズを取り入れる等、子どもた

ちが食に興味を持てる取組も引き続き行ってまいります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由記述欄において 
自由記述欄にいただきましたご意見について、お答えします。ご意見のすべてにはお答えできませんが、ご了承ください。 

①お便りをさくら連絡網で配信してほしい。 

 ◆３学期より、印刷したお手紙の配付とさくら連絡網での配信の併用をしています。支障がないようであれば、提出し

ないといけないお手紙、学校だより、学年だより以外は、来年度より配信に切り替える予定です。 

②学級閉鎖の時こそタブレットを使った授業を展開するチャンスだと思います。 

 ◆タブレットの持ち帰り等の課題の面も含めて、検討していきます。 

③他学年との交流をもう少し増やしてほしいです。 

 ◆今年度は「縦割り清掃」、児童会企画の「ペア学年交流・ペア学年での大縄大会」、4～6年生の「クラブ活動」、 

5・6年生の「委員会活動」、「ペアクラスでの学年ごとの取り組み」等を行いました。これからも他学年との交流を

大切にし、どのような形で交流を行えるか引き続き模索していきます。 

④裏門から登下校できれば、通学が楽になる子どもが増えると思います。 

④部外者の校内への立ち入りはもう少し厳しくしたほうが良いと思います。 

 ◆裏門には警備員の配置がなく、新たな人員配置も難しい状況です。学校への不審者侵入事件が後を絶たない昨今、子

どもたちの安全を最優先に考え、裏門は開放いたしません。 

 ◆今年度より、来校時には必ず保護者用ネームプレートの着用をお願いしています。お忘れの場合は警備員へ申し出て

いただき、記名の上、臨時名札を着用していただいています。来校者の皆様にも同じ対応をお願いしております。門

は原則施錠し、インターホンで確認の上、開錠しています。保護者の皆様のご理解とご協力により、徐々に定着して

きております。今後もより一層徹底し、子どもたちの安全確保に努めてまいりますので、ご協力お願いいたします。 

⑤通学路の自転車が非常に危ないので、高校の先生とも連携してほしい。 

 ◆山田高校の校長先生とは定期的に会議を行っており、自転車の件についても継続してお伝えしています。その上で、

山田高校の先生方や地域の皆様と連携し、朝の通学時間帯に通学路へ立っていただく日を設けていただいています。

あわせて、校内においても生徒への指導を行っていただいています。 

⑥体育の時間にシャツを脱がないといけない理由を知りたいです。 

 ◆下着を含め、体操服の中に着ているシャツを脱ぐような指導は行っておりません。全教職員であらためて確認を行い

ました。今後このようなことがないよう、十分に留意してまいります。 

⑦給食の牛乳は冷たく温度管理してほしいです。 

 ◆給食配膳の直前まで、冷蔵庫で管理しています。 

⑧子どもが何でも相談できる人や場所があればいいなと思います。担任の先生以外の相談窓口がほしい。学校で何か困っ

たことや、悩みがある時に相談しやすい環境であってほしい。 

 ◆吹田市教育センターの教育相談員や大阪府スクールカウンセラーが来校する際には、相談室を開放しています。ま

た、毎朝のデイリー健康観察（デイケン）の中で「相談」ボタンの活用もしています。こうした仕組みに限らず、子

どもたちが日々の学校生活の中で、担任や学級に関わる教員に気軽に話ができる環境づくりを、今後も大切にしてま

いります。また、来年度からは、より多くの教員が各クラスに関われるような取り組みも進めていく予定です。お子

様のことで気になることがありましたら、どうぞいつでもご相談ください。 

 
★ありがとうございます★ 

・クラスの担任の先生以外も、子どもたちのことをよく見てくださっているなと感じます。ありがとうございます。 

・毎日楽しそうに登校しており、感謝しております。 ・いつも温かいご指導をありがとうございます。 

・運動会や音楽会、参観などで、子どものがんばりを見ることができ大変ありがたかったです。 

・担任の先生は子どものことをよく見てくださっているので、引き続きよろしくお願いします。 

・相談などもしやすい環境で、子どもの事もよくみてくれていると感じます。 

・先生はとてもよく見てくださっていて、すごく信頼できる先生です。学校での様子やお友達のことも共有してくださっ

て、相談しやすく、子どものやる気を引き出してくれています。 

・些細なことでも連絡をくださり、毎日安心して登校を見守れております。今後もよろしくお願いいたします。 

・いつも楽しそうに学校に行っています。ひとえに担任の先生をはじめ先生方のお力添えのおかげと思っております。 

・先生方が子どもたちに優しく、時には厳しく見守って声かけしてくださるおかげで成長する姿を見ることができると感

じています。ありがとうございます。 

・参観する機会が多くありがたいです。担任の先生も子どもの苦手な事を無理強いする事なく、個人のペースを尊重しな

がら背中を押したり声をかけたりしてくださっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な生活である朝食は昨年同様９7％の児
童がほぼ毎日朝食を食べて登校しています。その
中でも、毎日食べて登校している児童は前年度よ
り 3％増加しています。朝食をとることは身体に
も脳にも重要です。朝から元気に登校できるよう
にご家庭でのご協力を引き続きお願いします。 

就寝時刻については、57％の児童が１０時ま
でに就寝しています。1０時以降に就寝している
児童は昨年度同様 43％でした。睡眠時間を十分
確保することは成長だけでなく、心の安定にもつ
ながります。気持ちよく一日がスタートできるよ
うにご家庭でのご協力をお願いします。 「学校に持っていくものをほぼ毎日確かめてい

る」の項目は確かめている児童が 73％と昨年度
より３％増加し、一方で確かめていない児童は昨
年同様１０％でした。意欲・学力の低下につなが
りますので、次の日の持ち物の確認を行う習慣を
つけていくよう、ご家庭でも引き続き声掛けをお
願いします。 

テレビやゲームなど、３時間以上している児童
は 21％と昨年度より２％減少し、２時間までと
決めている児童は 6３％と昨年度より増加して
います。中でも１時間より少ないと回答した児童
が３％増加していました。使う場所や電源を切る
時間帯を決めるなど、日常生活に支障なく上手に
付き合えるようご家庭で話し合ってみてくださ
い。 

「授業が分かりやすい」との回答では、昨年
度の８９％から 8４％と減少し、２％の児童は
授業が分かりにくいと感じています。子どもた
ちがわかるから愉しい授業を目指し、学びを活
かす授業づくりに取り組み、教職員の授業力向
上、フィードバックをこまめにとるなどの個に
応じたきめ細やかな指導に努めてまいります。  
「学校が楽しい」と回答した児童は、9３％と

昨年度より２％減少しています。学校生活を楽
しめる活動や行事を取り入れ、クラスや学校が
安心安全で居心地のよい場所となるよう努めて
まいります。 

家庭学習の時間については、「２時間より多い」
11％、「１時間から２時間」14％、「30分から
１時間」39％、「30分より少ない」36％でした。
昨年度より２時間以上と回答した児童は 3％増
加しています。学校で学んだ内容の定着のために
も家庭学習に取り組むことは大切です。継続的に
学習に取り組む習慣をつけてください。 

「いじめはいけないこと」の項目では、9８％
の児童がいけないことだと自覚しています。い
じめ予防授業や日常の指導を通して、意識や実
践力を高めていってほしいと願っています。 
「先生に相談しやすい」の項目は、肯定的な

回答が７6％と昨年度より 1％増加しています。
今後も先生に対して一定の距離を感じている児
童がいることを意識しながら、継続して学級等
での様子から小さな変化を見逃さないよう努
め、様々な角度から児童へアプローチしてまい
ります。また、担任だけではなく、生徒指導担
当や養護教諭、スクールソーシャルワーカー
（SSW）、スクールカウンセラー（SC）等にも
気軽に相談できる環境を引き続き進めてまいり
ます。 

「自分にはよいところがあると思いますか」
の項目では、肯定的な回答が８２％と、昨年度
と比較して増加しています。自分を肯定する気
持ちが強いと、「やってみよう」「最後までやろ
う」など、挑戦心そして達成感、学習への主体
性が高いことが全国学力・学習状況調査の分析
でも示されています。過程・努力・工夫を具体
的に認め、自信につなげられるよう引き続き取
り組んでまいります。ご家庭におかれまして
も、「次の活動へのステップ」へとつなげるため
に、その子自身の成長に目を向けていただき、
「チャレンジした姿勢を認める」ような前向き
な言葉がけをお願いします。 

学校教育アンケート（児童対象）より 

「給食をすききらいなく食べていますか」の
項目は、肯定的な回答が８７％と、昨年度より
４％減少しています。食生活の乱れは、体力低
下や学力低下、また、精神面にも関係があると
言われています。この結果を踏まえ、児童が給
食に前向きになるよう、食材への理解を深める
食育や食に関する取組みを行ってまいります。
ご家庭におかれましても、食事の大切さや栄養
のバランス等について、お子さまと話す機会を
設けていただければ幸いです。 


